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1.背 景と目的

科学技術系人材を育成するため,様 々な取 り組みが行われている。小学校の理科授業の

充実を図るため,平 成19年 度には 「理科支援員等配置事業」が開始された。また現在,理

数教育を着実に実施するため,教 員によって負担の大きい観察 ・実験の準備 ・調整等の業

務を軽減するための 「観察実験アシスタント」(以 下,ア シスタント)の配置支援が進め

られている(文 部科学省,2019)。 これは前述の 「理科支援員等配置事業」の後継事業で

あり,理 科教育の充実を意図したものである。筆者らも,一 政令指定都市で勤務 している

アシスタントへの質問紙調査を通して,小 学校における理科観察実験支援の現状と抱える

課題にっいてその一部を報告した(石 井 ・大石 ・秋吉,2019)。

理科観察実験支援事業の報告については,こ れまでも研究事例が蓄積されてきているも

のの,自 治体間の政策を比較調査したものはない。

そこで本研究では,各 自治体の理科支援員に関連する事業を比較検討 し,理 科観察実験

支援政策の現状について明らかにすることを目的とした。 具体的には,近畿地区の政令指

定都市である京都市 ・大阪市 ・堺市を調査対象とした。また,そ れらの教育委員会のウエ

ブサイ トや報告書を参考に,理科教育支援政策に関連する情報の収集 分析を実施 した。本

稿では理科観察実験支援事業の目的とそれを担 うアシスタン トの支援活動の具体的内容等

に着 目し,理 科教育支援の実態にっいて論じる。以下,各 自治体の取り組みについて論じ

る。

1.理 科観察実験支援事業の目的

本研究の調査結果の概要を表1に 示す。京都市では,京 都市青少年科学センターを中心

に,理 科教育の充実に向け様々な施策を行ってきた。また平成25年度から 「京都市理科観

察実験支援事業」として以前から行われていた 「京都市理科支援員配置事業」を引き継ぐ

形で実施されている。 「観察実験アシスタント」は小学校,中 学校,小 中学校及び総合支

援学校における理科の観察 ・実験に使用する設備の準備 ・調整等を行う補助員として配置

されている。その事業目的としては 「京都市立小 ・中学校における観察や実験の更なる活

性化の支援」を挙げている。
一方
,大 阪市では 「学校活性化推進事業」の一環として 「学力向上支援サポーター」を
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配置 している。これは授業,朝 の学習,放 課後の学習支援,長 期休業中の補習,自 主学習

の支援を行う 「学びサポーター」と,理 科の授業時間を中心に,観 察 ・実験などの実施の

支援を行う 「理科補助員」の総称である。その事業目的は 「児童生徒の学習意欲の向上と

自主学習習慣の定着」とされ,教 員と協働 して児童生徒の学習支援が主な活動となる。

また,堺 市では,「 理科実験準備等支援事業」の一環として 「理科観察実験アシスタン

ト」の配置を行っている。その事業目的は 「観察実験を重視 した授業を展開することで,

児童が実感をともなった理解を得るとともに,理 科の有用性を感 じ,学 習意欲と学力が向

上すること」とされている。

これら理科観察実験支援事業の目的は,理 科教育の充実による学力向上はもちろんのこ

と,そ れらの基盤となる学習意欲の向上を合わせた2つ の目的が存在することが明らかと

なった。

表1各 政令都市における理科観察実験支援の現状(石 井 ・秋吉,2019に 一部加筆)

政令指定都市名 蒲 繍 堺市

事業名 京都市理科観察実験支援事業 学校活性fヒ椎進事業 理科実験準備等支援事業

事業目的(弓部抜粋)
京都市立小・中学校における観察 理科授業の充実,児童生徒の学習意欲 観察実験を重視した授業展開,学

や実験の更なる活性化の支援 の向上と自主学習習慣の定着 習意欲と学力の向上

アシスタン トの名称
観察実験アシスタント 学力向上支援サポーター

(理科補助員)

理科観察実験アシスタント

灘 小学校(3～6年 生),中 学校 ※!」嘲 交(5,6年 生) ノ」・学校(3～6年 生)

支援内容 環境整備,理科の充実 等 環境整備,提 案 ・助言 等 環境整備.指 導助言 等

支援員の労働条件

給与等

(時給換算)

報酬1000円(教 職・アシスタン ト

経験5年以上は1200円)

交通費 上限880円

報償金1000円

交通費 上限480円

謝礼金1166円

交通費 な し

麟 90～250時 間 上限630時間 180～270時間程度

(年間換算) ※学校規模による (週当たり18時間を上限とする) ※学校規模による

活動期間 令和元年5月31日 から

令和2年2月28日 まで

配置の決定後の指定日から

令和2年2月 末まで

令和元年5月22日 から

令和2年2月28日 まで

皿.ア シスタントの支援対象と支援活動の具体的内容

まず,ア シスタン トの支援対象について述べる。京都市では小学校理科が実施される小

学校3年 生から6年 生の他,中 学校,さ らには,特 別支援学校も一部対象としている。一

方,』大阪市では理科補助員に関しては小学校の5,6年 生のみを対象に,堺 市では小学校

3～6年 生のみを対象にしている。

次にアシスタントの支援活動の具体的内容にっいて述べる。

京都市では,① 理科室及び理科準備室などの理科教育に使用する特別教室の環境整備,

②理科の観察 ・実験活動に係る準備,調 整,片 付け,③ その他,理 科の観察実験活動の充

実に資すること,④ 支援員の配置調製,職 務能率や安全の確保等のための情報交換,会 議
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への参加の4つ を示している。

一方,大 阪市では,① 理科の授業時間を中心に,観 察 ・実験等の実施の支援,② 観察 ・

実験等の準備 ・後片付け,③ 観察 ・実験等の計画立案の支援や教材開発の支援,④ 観察 ・

実験方法等及び理科授業の進め方等の提案 ・助言の4つ を示している。

また,堺 市では,① 理科の観察実験における器具や薬品の準備,片 付け,② 理科授業に

おける担任の支援,③理科室の環境整備,器具や薬品の管理,④理科についての指導助言,

⑤予備実験の支援,⑥ 理科 ドリルプリン ト,小学校理科プリン トの印刷,⑦ 前各号に掲げ

るもののほか,教 育委員会が指示すること,⑧ 出務ごとに従事報告書を校長に提出の8つ

を示している。

以上のことから,理 科教育の充実に資するための観察 ・実験の準備や後片付けなどの環

境整備については,ど の自治体においてもアシスタン トの支援内容として期待されている

ことが明らかとなった。また,こ れにとどまらず,教 員への提案や指導 ・助言等,理 科授

業の充実や改善を担 う学校組織の一員 としての支援内容も期待されていることが明らかと

なった。アシスタン トは単なる補助員ではなく,授 業実践及びそれらの改善を含めた理科

教育全体に関与することができる存在なのである。

N.ア シスタン トの活動(労 働)条 件

次にアシスタン トの労働条件について述べる。

給与等を時給換算 した結果,1000円 から1200円 の差があるものの,交 通費も含 めて検討

す ると大きな差はみ られないことが明 らか となった。また,活 動時間については学校規模

によりどの自治体 も差が存在する一方,活 動期間については,大 阪市のみ年度当初か ら活

動できることが明 らかとなった。

以上のことから,ア シスタン トの労働条件にっいて,京 都市 ・大阪市 ・堺市の3政 令指

定都市間の比較では,自 治体ごとの大 きな差はみ られない ことが明らか となった。

V.ま とめと今後の課題

自治体ごとに整理した結果,事 業の目的や支援対象,労 働条件に差が存在することが明

らかとなった。また,細 かな条件は異なるものの,理 科教育の充実や観察実験の充実を目

的としていることが改めて明らかとなった。以上のように各自治体の特徴を明確に整理す

ることにより,本 研究では理科観察実験支援政策の現状の一端を把握することができた。

本研究では,近 畿地区の政令指定都市である3都 市を中心に検討した。今後他地区の事業

も比較検討することにより,全 国的動向を明らかにすることが必要であると考える。

附記

本稿は,石 井 ・秋吉(2019)の 発表内容を基に加筆 ・再構成をしたものである。
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